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【座間市のお知らせ】№839 市 の 人 口●128,680人（＋758人） 
　　　　　　男65,667人　女63,013人 
市の世帯数●53,479世帯（＋747世帯） 
平成21年７月１日現在（　）は前年同月との増減 

●みんなの健康（2面） 
●ざまインフォメーション（3面） 
●座間の大凧が横浜へ！（4面） 

Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 

○と　き　９月６日（日）午後１時30分～４時30分（受付は15分前から）
○ところ　消防本部会議室（緑ケ丘6-1-15市消防本部内）
○内　容　応急手当の重要性、人工呼吸、心臓マッサージ、
自動体外式除細動器（AED）の使用、大出血時の止血
法習得

○持ち物　筆記用具
○定　員　20人（申込順）
○申込方法　電話で担当へ
担当 消防管理課　�046（256）2211 �046（256）2215

昭和56年５月31日以前に在来工法で建築された階数が２階以下の木造
住宅を所有し、かつ、その住宅に居住し、市が年４回実施する「木造住
宅無料耐震相談」を受けた方を対象に、木造住宅の耐震診断や耐震改修
工事などに掛かる費用の一部を次のとおり補助しています。
※昭和56年６月１日以降に増築や改築した建築物および枠組壁工法・プ
レハブ工法の建築物は対象外です。
１　耐震診断（現地調査）
○対　象　市が実施する無料耐震相談を受けた建
築物
○補助額　掛かった費用の２分の１（上限５万円）

２　改修計画書作成費（設計）
○対　象　上記の耐震診断を受けた結果、総合評点が1.0未満の建築物
○補助額　掛かった費用の２分の１（上限５万円）

３　耐震改修工事および現場立ち会い
○対　象　上記改修計画書に基づき実施する耐震改修工事
○補助額　▽耐震改修工事＝掛かった費用の２分の１（上限50万円）

▽現場立ち会い費用＝掛かった費用の２分の１（上限３万円）
※この補助は、それぞれ単独では利用できません。無料耐震相談を受け
た後、耐震診断から順に段階的にご利用ください。
※この補助は、市木造住宅耐震診断技術者名簿に登載された耐震診断技
術者が診断や工事の現場立ち会いを実施することが条件です。
※この補助事業は、国、県の補助金を活用しています。
担当 建築・住宅課 �046（252）7396 �046（255）3550

市では、神奈川県西部の大規模地震を想定した、総合防災訓練
を実施します。市民の皆さんの参加や見学をお待ちしています。
○と き　８月29日（土）午前９時～11時30分
○ところ　座間小学校校庭
○内　容　消火・救助・避難誘導・避難所開設・給水・炊き出し
などの各種訓練（会場では、訓練の内容を説明する手話通訳があります）

※防災行政無線（同報無線）で、入谷、座間、新田宿・四ツ谷地区へ午前８時
50分に予告放送をした後、午前９時に訓練開始のサイレンを鳴らしますので、
実際の災害と間違えないようにご注意ください。
担当 安全対策課 �046（252）7395 �046（252）7773

たんす、食器棚、本棚などの床置き型の家具と床の間にはさみ込む家具転倒
防止板は、地震発生時に家具の下敷になることを防ぐ有効な手段です。
市では、高齢者や障害者など取り付け困難な方への同防止板の取り付けを次
のとおり実施します。まずは、自宅の居間や寝室など、日ごろ過ごす時間の多
い場所の家具の転倒を防ぐことから、大地震の備えをはじめましょう。
※取り付けは１世帯４台までです。
※家具の背面を壁に接することができない場所には取り付けできません。
※作業は市が委託した事業者が実施します｡
○対 象　自力では家具転倒防止対策を実施することが困難な次の世帯の方
※過去に利用されたことのある世帯は除きます。
①65歳以上の一人暮らしまたは65歳以上の高齢者だけの世帯
②身体障害者手帳1級または２級の障害者のみの世帯
③その他①②に準ずる世帯
○費 用　次の①に②を加えた額
①取り付け作業費 1,600円（市民税非課税世帯は無料）
②家具転倒防止板購入費 実費（90センチメートルの家具１台に取り付ける
場合は800円程度）

※畳の部屋の家具に取り付ける場合は、１台100円程度が加算されます｡
○申込方法　次の①または②の期間内に申請書を担当に提出
①受付期間 ８月17日～９月16日（取り付け作業時期10月､11月）
②受付期間 10月15日～11月16日（取り付け作業時期12月､１月）
担当 長寿介護課 �046（252）7127 �046（252）8238
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 

○対　象　国内で発生した車両・電
車・船舶・航空機・火災などによ
る人身・死亡事故に遭われた市内
在住者

※次の場合は対象になりません。
①被害者または遺族の故意や重大
な過失、違法行為により発生した
災害を受けたとき
②治療が通院だけのとき
③入院期間が15日未満のとき
○掛け金　不要
○申請方法　災害が発生した日から
１年以内に、被害者または遺族が
直接担当へ

担当 安全対策課
�046（252）8158 �046（252）7773

平成21年１月１日～７月31日
（物件事故を含まず）

※火災・災害情報の問い合わせは、
テレホンサービス�046（251）1399へ。

ファッションデザイナーの小林栄
子さんが、生き生きとファッション
を楽しむためのアドバイスをします。
○と　き　①９月14日（月）午後１
時30分～４時②30日（水）午後１
時30分～５時③10月４日（日）午
前11時～午後２時30分（全３回）

○ところ　①市役所５階５―１会議
室②③ハーモニーホール座間（市
民文化会館）小ホール

○内　容　①ファッション講座②舞
台でのリハーサル③ファッション
ショー

○対　象　全回参加可能な団塊世代
前後（50歳以上）の方（ペアでの
参加歓迎）

○定　員　30人（申込順）
○持ち物　①着てみたい自前の衣装
２組、手持ちのピンク色の衣装・
小物②アドバイスによりコーディ
ネートした衣装③本番衣装

○申込方法　８月31日（月）までに直
接または電話、ファクスで担当へ

担当 協働まちづくり課
�046（252）8237 �046（255）3550

父親の育児＝次世代育成が社会も
変えるという「職場にも家庭にも好
環境」をテーマにした講演です。
○と　き　９月11日（金）午後１時
30分～３時（午後１時開場）

○ところ　市役所５階５－１会議室
○講　師　NPO法人ファザーリン
グ・ジャパン代表　安藤哲也さん

○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　50人（申込順）
○保　育　原則２歳以上、要予約
○申込方法　９月４日（金）までに直
接または電話、ファクスで担当へ

担当 市民人権課
�046（252）8483 �046（252）0220

○と　き　①９月４日②10月２日い
ずれも金曜日午前10時～11時

○ところ　①ハーモニーホール座間
（市民文化会館）大和室②市公民
館休養室

○内　容　ベビーマッサージ、わら
べうた、子育て相談、栄養（離乳
食）相談を通して親と子のふれあ
いや子育ての楽しさを学ぶ
※両日とも同じ内容です。
○対　象　１歳までの乳幼児と親
○定　員　25組（申込順）
○参加費　１回300円
○持ち物　バスタオル、おねしょマ
ットか紙おむつ

○申込方法　電話またはファクスで
担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

◆ワード入門講座
○と　き　９月５日～26日毎週土曜
日午後１時30分～４時30分（全４
回）

○内　容　ワードの始め方、文面の
装飾、表作りなどを覚える

○対　象　マウス操作・文字入力の
できる方

○定　員　16人（多数抽選）
○参加費　2,270円（テキスト代ほか）
○持ち物　筆記用具ほか
○講　師　座間市パソコンサポート
クラブ

○申込方法　８月23日（日）までに直
接または電話、ファクスで同館へ

◆「いきいき学級」
○と　き　９月10日～10月15日毎週
木曜日午後１時30分～３時30分
（９月24日は午前10時30分～午後
３時、全６回）

○内　容　生きがいの見つけ方探し
方、地域活動の事例、脳トレ、五
行歌、社会見学ほか

○対　象　60歳以上の市内在住者

○定　員　30人（申込順）
○参加費　3,000円（社会見学交通
費・昼食代・材料代）

○申込方法　９月１日（火）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆北文おもちゃ病院
○と　き　９月12日（土）午前10時～
正午（受け付け午前11時30分まで）

○内　容　壊れたおもちゃの修理
○対　象　小学生以下（保護者同伴）
○費　用　無料（部品代は一部実費）
○定　員　20人（先着順）
○申込方法　当日直接同センターへ

◆サマーアイランド2009
○と　き　８月23日（日）午前10時
～午後３時

○内　容　お化け迷路、和太鼓、機
織り体験、ゲームラリー、吹奏楽
コンサート、模擬店ほか

○入　場　自由
※駐車場はありませんので、徒歩か
自転車でご来場ください。

◆こども手づくり広場～ガラスエッ
チング～

○と　き　９月12日（土）午前10時
～正午

○内　容　自分で考えた図柄を専用
のマスキングペン、エッチング剤
を使ってオリジナルコップを作る

○対　象　市内在住の小学生
○定　員　20人（多数抽選）
○参加費　500円（材料代）
○申込方法　８月22日（土）までに
往復はがきに氏名（ふりがな）、
学年、住所、電話番号、「ガラスエ
ッチング」と明記の上、同センタ
ーへ郵送または返信はがきを持参

◆ひまわりらんど
○と　き　８月23日（日）午前９時
30分～午後２時

○内　容　ダンス発表、流しそうめ
ん、スイカ割り、じゃんけん大会、
模擬店ほか

○入　場　自由
※駐車場はありませんので、徒歩か
自転車でご来場ください。
※模擬店は午前10時からです。

◆子どもシアター
○と　き　８月23日（日）午前10時
30分～正午

○内　容　まいごのテントウ虫ほか
※フィルムなどの事情で内容が一
部変更になる場合があります。

○入　場　自由
◆ZAMAひまわりおはなし会2009
○と　き　９月５日（土）午前９時
30分～午後２時30分、６日（日）
午前９時30分～正午

○内　容　おはなしサークルによる
リレーおはなし会

○入　場　自由

ご存知ですか？災害見舞金制度
◆理学療法士（非常勤職員）
○募集人数　１人
○応募資格　理学療法士免許取得者
（なるべく小児療育経験者）
○業務内容　障害児・者や障害の疑
われる子どもと家族の相談・支援

○勤務期間　９月１日～平成22年３
月31日

○勤務日時　月曜～金曜日のうち２
～４日、午前８時30分～午後５時
15分（応相談）

○賃　金　市規定による（交通費は
上限あり）

○応募方法　８月21日（金）までに
市販の履歴書（写真添付）に必要
事項を記入の上、本人が担当に持
参か郵送

担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

○アガペ祭～みんなでeco【ええこ】
としちゃおうよ！2009 Summer

▽とき＝８月22日（土）午後２時～
５時30分▽ところ＝アガペセンター
（小松原２丁目）▽内容＝環境漫才、
少女マーチングバンド、障害者アー
ト展、模擬店ほか▽入場＝自由▽そ
の他＝ペットボトルキャップ持参者
に粗品プレゼント▽問い合わせ先＝
�046（254）7111
○災害避難所宿泊体験塾
▽とき＝８月22日（土）午後２時～
23日（日）午前９時（１泊２日）▽と
ころ＝栗原小学校▽持ち物＝寝具類
（寝袋・床敷物）、洗面用具、コップ、
水筒、筆記用具、うちわ、着替え、
常備薬ほか▽参加費＝大人500円、
小学生以下300円▽申込方法＝８月
18日（火）までにざま災害ボランテ
ィアネットワーク事務局にファクス
�046（252）0722または電子メール
zsvn_info@yahoo.co.jpで
○サマーコンサート
▽とき＝８月29日（土）午後６時30
分開場、７時開演▽ところ＝立野台
コミュニティセンター▽内容＝トラ
ンペット演奏▽入場＝無料▽その
他＝車での来場はご遠慮ください
○謡
うた

と仕
し

舞
まい

の鍛錬会
▽とき＝８月30日（日）①午前10時～
正午②午後０時30分～２時30分▽と
ころ＝立野台老人憩いの家▽内容＝
観世流能楽師による①謡（羽衣）と
②仕舞（猩

しょう

々
じょう

）の勉強会▽持ち物＝
白足袋▽申込方法＝８月25日（火）ま
でに電話（午後８時以降）で座間市
謡曲連盟�046（251）3292（志賀）へ

おわびと訂正
本紙８月１日号６面のサークル会員
募集の記事中｢杖

じゅう

道
どう

相武会｣は｢杖
じょう

道
どう

相武会｣の誤りでした。おわび
して訂正します。
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▽とき＝①８月18日（火）②19日（水）③24日（月）
④９月１日（火）午後１時15分～２時15分受け付け
（時間厳守）▽ところ＝市民健康センター▽対象＝①
平成21年４月生まれ②③④平成21年５月生まれ（対象
者には個人通知します）と対象月に受けられなかった
６カ月未満児

▽とき＝９月４日（金）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝北地区文化センター▽内容＝身体測
定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談▽持ち物＝
健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝随時▽ところ＝市役所
１階保健医療課▽内容＝食事療
法や健康全般についての栄養士
や保健師による相談▽持ち物＝
健康手帳（お持ちでない方には当
日発行）▽申込方法＝電話予約

▽とき＝８月21日（金）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身体測定と
食事・発育状態・しつけの相談▽持ち物＝母子健康手
帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝９月11日（金）午前10時～11時30分▽とこ
ろ＝市民健康センター▽内容＝離乳食のすすめ方、子
どもの発達について▽対象＝おおむね生後７カ月～８
カ月児とその保護者（離乳食が１または２回食の赤ち
ゃん）▽定員＝30人（申込順）▽持ち物＝母子健康手
帳、マグカップ、ティースプーン▽申込方法＝電話予
約

▽とき＝９月２日（水）午前９時15分～９時35分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）
▽定員＝30人（申込順）▽持ち物＝母子健康手帳、歯
ブラシ▽申込方法＝電話予約

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

内　科 

外　科 
小児科 

（外科系を除く） 

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

 
�０４６（２５２）９０９０ 

 

 
�０４６（２５５）９９３３ 

◆深　夜 
診療科目 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 
小児救急情報センター�０４６（２５５）９９３３でご確認ください。 午後10時～翌日午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌日午前８時 

※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。 
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。 

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 
小児科 

（外科系を除く） 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 
午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 

 

�０４６（２５５）９９３３ 

受付時間 

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

地域デビュー応援会参加者募集
団塊世代のファッションショー

男女共同参画講座
「父親が社会を変える」

家庭教育委託講座
親子のココロの癒しとスキンシップ

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

予BCG接種

保健康相談

保個別健康相談

保育児相談

保もぐもぐ教室

保１歳児歯っぴいバースデー（むし歯予防）教室

メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満に
加えて高血糖、高脂血症、高血圧などの生活習慣
病を併せ持った状態）には当てはまらないけれど、
血圧が高めという方は、個別健康教育を受けてみ
ませんか？
○開催場所　健康相談と同日・同場所（全３回）
※直近の健康相談は９月４日（金）に北地区文
化センターで開催（右記参照）

○内　容　栄養士や保健師が生活面、運動面、食
事面の指導を行い、相談を受けます

○対　象　次のすべてに当てはまる方
①64歳以下
②医療機関で受診したことがあり、その際、医
師から経過観察と言われ、内服薬の処方を受
けていない
③収縮期血圧が130mmHg以上、または拡張期
血圧が85mmHg以上。ただし、高血圧の場
合（収縮期血圧が140mmHg以上、または拡
張期血圧が90mmHg以上）を除く
④腹囲が男性は85センチメートル未満、女性は
90センチメートル未満

○申込方法　電話で担当へ
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　９月７日（月）午後２時～４時
○ところ　市民健康センター
○内　容　ウオーキング経験者を対
象に、生活習慣病を予防するため
のウオーキングについて講義と実
技を交えて学ぶ

○定　員　30人
○持ち物　バスタオル、飲み物、電
卓、健康手張、筆記用具

○申込方法 ９月４日（金）までに電話で担当へ
※動きやすい服装、運動靴でご参加ください。
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

子宮頸がん・乳がん検診の検診料が、10月１日
から、特定の年齢の方については無料になります。
対象者には、９月中に「がん検診無料クーポン

券」を送付しますので、クーポン券を持って指定
医療機関で検診を受けてください。指定医療機関
の所在地や連絡先などは、本紙８月１日号をご覧
ください。なお、乳がんのマンモグラフィ検診を
ご希望の方は、相模台病院�046（256）0011か相武
台病院�046（256）5111に事前に電話してください。
クーポン券が配布される以前に検診を受けた方

や指定医療機関以外で受診された方には、支払っ
た費用を市から返金します。ただし、領収書が必
要になりますので保管しておいてください。
○実施期間 10月１日～平成22年３月31日
○対　象　▽子宮頸がん検診無料対象者 平成21
年４月１日現在で20歳、25歳、30歳、35歳、40
歳の方▽乳がん検診無料対象者 平成21年４月
１日現在で40歳、45歳、50歳、55歳、60歳の方

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　９月11日～11月27日　毎週金曜日午前
10時～11時30分（全12回）

○ところ　上宿公民館（座間１丁目3189）
※駐車場はありません。

○内　容　高齢者
向けの有酸素運
動やストレッチ
運動、筋力向上
のための運動、
体力測定（前後
２回実施）

○対　象　65歳以上で介護保険の要介護認定を受
けていない方

○定　員　20人（申込順）
○参加費　1,200円（12回分）
○申込方法　９月７日（月）までに直接または電
話で担当へ

担当 長寿介護課
�046（252）7084 �046（252）8238

特別障害者手当と障害児福祉手当は、日常生活
で特別な介護を必要とする在宅重度障害者（児）
に対して国から支給されるものです。
市では、両手当の受給者の現況届を受け付けま

す。お手元に届いている通知書に本人または家族
が必要事項を記入の上、９月10日（木）までに市
役所１階障害福祉課へ提出してください。
○受付時間　午前８時30分～午後５時15分
○受付場所　市役所１階障害福祉課窓口
○持ち物　通知書、印、身体障害者手帳または療
育手帳、本人の預金通帳、同居家族全員の前年
分の確定申告書または源泉徴収票の写し
また、特別障害者手当と障害児福祉手当の新規

申請は、随時受け付けています。ただし、医療機
関に３カ月以上の入院や施設に入所中の方、また
は所得が一定の額を超える方は対象になりませ
ん。対象要件や手続方法、持ち物など詳しくは、
担当にお問い合わせください。
担当 障害福祉課　

�046（252）7132 �046（252）7043
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森
もり

正
まさ

輝
き

ちゃん
H20. 8 . 8 生まれ　男
ひばりが丘 2 丁目

遊佐
ゆ さ

葵
あおい

ちゃん
H20. 7 .23生まれ　女
ひばりが丘 5 丁目

宮松
みやまつ

芽唯
め い

ちゃん
H20. 6 . 8 生まれ　女
東原 4 丁目

衆議院議員総選挙 投票日は8月30日（日）
担当 選挙管理委員会　�046（252）8481 �046（252）8532

○公　示 日＝８月18日（火）
○投・開票日＝８月30日（日）

森林は、水をはぐくみ、空気をきれいにす
るほか、洪水や土砂崩れを防ぐなど、わたし
たちに多くの恵みをもたらしています。しか
し、木々の成長には長い時間を必要とし、森
林を豊かに育てるには、わたしたち一人一人
が考え、行動することが求められています。
そこで市では、自然保護思想啓発活動の一

環として、森づくりボランティアに参加して
いただける方を募集します。同ボランティア
は、公園内に現存する樹林地を良好に保つた
め、下草刈り、枝打ちなどの森林の手入れを実施します。初めての方でも参加
できるよう安全な場所を選び、作業の進め方についても県森林インストラクタ
ーが指導しますので安心です。ぜひご参加ください。
○と　き　９月11日（金）午前９時～午後１時（雨天の場合は18日（金）に順延）
○ところ　芹沢公園内
○定　員　40人（申込順）
○申込方法　９月４日（金）までに電話で担当へ
担当 公園緑政課　�046（252）7221 �046（255）3550

森林について詳しく学びます

去る５月29日～31日にかけて、市大凧保存
会が�日本観光協会からの要請を受けて、国
内最大級の旅の見本市「旅フェア2009」（パ
シフィコ横浜）の会場に大凧（二間凧）を展
示しました。また、旅の体験コーナーでは同
会の協力の下「ミニ凧づくり体験教室」を開
催し、多くの来場者に喜ばれました。
現在開催中の横浜市主催の「開国博Ｙ150」

のヒルサイドエリア（横浜ズーラシア隣接地）
にある「つながりの森」では７月４日～９月27日の間「たねまる」を描いた二
間大の大凧が展示されています（右写真）。これは、市大凧保存会が寄贈したも
ので、市のＰＲに一役買っています。
ご家族や友人をお誘い合わせの上、会場に足を運び、横浜に現れた座間の大

凧をお楽しみ下さい。
担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550

県環境保全功労者・工業保安功労者県央地
域県政総合センター所長表彰が、６月26日に
県厚木合同庁舎で行われ、市内から、さがみ
野やすらぎ街づくり委員会（会長＝関吉実治
さん）と田中順尚さんが表彰を受けました。
この表彰は、長年にわたって大気・水・土

壌環境の保全・環境整備・自然保護さらに
は、高圧ガス・火薬類の保安の各分野で顕著
な功績を挙げ、その業績が広く県民の模範と
なる方々に表彰するものです。
今回の表彰には、本市から、団体表彰として、さがみ野やすらぎ街づくり委

員会が、22個の花壇に里親制度を設けることにより、１年を通してさがみ野駅
周辺の道路が花を楽しめる道となり、花のある景観を保つことにより環境美化
への多大なる貢献が評価され受賞となりました。また、個人表彰として、ひば
りが丘２丁目在住の田中順尚さんが、長年にわたって自宅近くの公園を毎日清
掃し続けたことが、公園の美化活動への貢献として評価されました。
担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550

遠藤市長を中央に田中さん（左）
と関吉さん（右）

長年社会に貢献されてきたお年寄りを敬い、長寿をお祝いするため、敬老祝
い金または祝い品を贈呈します。対象となる方は、平成21年９月15日現在で引
き続き３カ月以上市内にお住まいの次の年齢の方です。
○対象年齢
（1）100歳以上（明治42年９月16日以前生まれ）
（2）99歳（明治42年９月17日～43年９月16日生まれ）
（3）88歳（大正９年９月17日～10年９月16日生まれ）
（4）77歳（昭和６年９月17日～７年９月16日生まれ）

○贈呈品の区分
（1）５万円（2）３万円（3）８千円（4）祝い品

※祝い金・祝い品は、９月15日ごろまでに各地域の民生委員から贈呈されます。
担当 長寿介護課 �046（252）7127 �046（252）8238

市特産品等認定協議会では、市特産品等認定要綱に基づき、特産品・推奨品
を募集します。
【特産品】市内で生産された農産物などの一次産品および、それらの農産物など
を主原料（50パーセント以上）として製造もしくは加工された物（１店舗１品
目）
【推奨品】市内で生産された農産物などの一次産品を原料（50パーセント未満）
として、または市内の地域資源を活用して製造もしくは加工された物（１店舗
２品目以内）
○申請期間　８月17日（月）～９月15日（火）
○申請方法　所定の申請書に対象産品（６カ月以上販売されていること）と申
請料（１品目1,000円）を添えて、市商工会（座間２丁目）に持参

○問い合わせ先　市商工会�046（251）1040 �046（254）2220
担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550
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あ
り
ま
す
。

な
お
、
展
望
回
廊
か
ら
蛭
ケ
岳
を
見

る
に
は
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
内
で
あ

る
こ
と
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
雲
一
つ

な
い
快
晴
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
に

市
民
の
視
点
か
ら
身
近
な
ま
ち
の
話
題
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

「
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
」。
相
模
が
丘
四
丁
目
に
お
住
ま
い
の
田
畑
真
一
さ
ん

（
下
写
真
）
が
今
回
か
ら
新
た
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
田
畑
さ
ん

と
街
角
で
出
会
っ
た
と
き
に
は
、
取
材
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
市
役
所
か
ら
見
る
！

神
奈
川
県
の
最
高
峰
」

展望回廊からの眺め
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